
カ
ゴ
大
学
原
子
核
研
究
所
内
に
特
別
の
装
羅
を
持
つ

実
験
窒
を
設
け
て
一
九
四
九
年
以
来
計
測
に
従
事
し

た
．
、
計
測
に
凹
計
い
た
標
本
は
大
多
数
が
合
衆
国
内
か

ら
提
供
さ
れ
た
竜
の
で
あ
る
が
、
英
、
仏
、
独
、
丁

抹
、
ト
ル
コ
、
エ
ジ
プ
ト
、
イ
ラ
ン
、
酉
ア
フ
リ
カ
、

臼
」
不
、
メ
キ
シ
コ
、
カ
ナ
ダ
、
ア
ラ
ス
カ
其
他
か
ら

送
ら
れ
た
重
要
な
も
の
が
少
く
な
い
。
そ
し
て
各
項

毎
に
簡
単
な
記
述
が
あ
っ
て
、
標
本
の
患
所
、
瞬
幕

閣
係
、
同
論
の
年
代
観
覧
を
階
隠
し
て
あ
る
．
、

　
以
上
の
表
に
続
い
て
、
夫
々
の
権
威
者
に
よ
る
專

門
分
野
の
放
射
性
炭
素
年
代
に
関
す
る
批
判
が
簡
単

に
記
し
て
あ
る
の
は
、
頗
る
有
益
で
あ
る
。
り
．
’

＝
・
甲
目
・
”
o
ご
。
「
冨
　
の
「
ア
メ
リ
カ
卿
最
古
の
人
類
」

ノ
ぐ
．
欝
づ
㍉
o
享
の
「
合
衆
国
南
東
地
区
」
H
囲
・
餌
。
↓
炉

窺
p
の
「
フ
ラ
ン
ス
の
ラ
ス
コ
洞
窟
」
男
．
｝
●
切
話
－

帥
多
く
o
o
島
其
他
の
「
近
東
並
に
中
東
地
方
」
引
戸
騨
幽

の
「
南
米
」
等
の
諸
藩
が
あ
る
。
ま
た
最
近
二
万
五

千
年
の
地
質
学
的
堆
積
に
対
す
る
年
代
観
に
つ
・
ぎ

一
8
戸
コ
一
象
が
、
ポ
ー
レ
ソ
年
代
法
に
対
す
る
放

射
性
炭
素
年
代
の
関
係
に
つ
ぎ
国
■
駿
・
U
①
o
く
。
回
が

央
々
議
縞
酬
を
開
陳
し
て
い
る
。
そ
し
て
是
等
諸
学
者

の
合
評
を
以
て
総
括
と
す
る
。

　
附
載
の
文
献
中
に
は
、
物
理
掌
専
門
雑
誌
の
名
も

授

挙
っ
て
い
る
か
ら
、
捜
術
上
の
こ
と
を
知
ろ
う
と
す

る
際
に
充
分
役
に
立
つ
。

　
今
や
こ
の
年
代
法
は
実
験
の
域
を
過
ぎ
て
、
年
代

の
分
ら
な
い
遺
物
に
正
確
な
年
数
を
与
え
る
段
階
に

来
て
い
る
事
は
疑
い
な
い
．
、
而
も
未
だ
資
料
の
汚
染

に
対
す
る
処
置
の
如
き
、
根
本
的
な
問
題
が
解
決
さ

れ
て
い
な
い
の
で
、
考
古
掌
、
黒
質
学
、
植
物
学
の

専
門
家
と
の
間
に
慎
重
な
忍
耐
強
い
協
力
が
必
要
だ

と
思
う
。
そ
う
卜
う
将
来
の
問
題
に
就
い
て
も
、
本

書
は
正
し
い
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
。

　
な
お
塞
法
の
創
始
者
毛
一
一
一
p
亀
戸
剛
」
『
ξ
博
土

も
、
同
じ
標
題
の
単
行
本
圃
窪
象
9
盆
δ
ロ
U
p
菅
σ
Q

を
q
鼠
く
。
邑
受
o
h
Ω
膏
お
（
）
雪
雲
・
。
か
ら
μ
㊤
認

に
出
版
甲
（
価
舘
』
O
）
　
し
た
轡
牽
を
附
婁
肖
す
ワ
O
O
　
（
山
ハ

五
頁
価
碧
』
O
）
　
　
　
　
　
－
窟
光
教
一
1

嵐
9
×
●
ω
o
冥
。
”
目
。
ω
蜀
。
昌
像
Φ
」

日
。
暮
ω
器
　
一
p
　
O
傷
。
σ
q
δ
℃
三
〇

類
ニ
ヨ
繊
⇔
Φ
。

　
同
O
琶
O
H
　
H
b
い
団
O
⇒
釦
O
コ
6
昌
尻
鵠
凶
？

　
一
〇
σ
q
5
器
い
（
お
お
）
・

　
弓
O
葺
O
冒
’
H
b
o
曽
　
団
O
嵩
匙
O
ヨ
O
コ
躍
］
コ
？

　
o
ぎ
島
ρ
器
い
（
一
二
O
Q
～
ピ
α
O
）
甲

一
九
四
三
年
か
ら
一
九
五
二
年
に
か
け
て
、
ゾ
ル

ボ
ン
ヌ
大
隠
教
授
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
y
。
ソ
ル
は
驚
燃
撒

す
べ
き
労
作
を
こ
の
世
に
送
っ
た
。
題
し
て
「
入
交

地
理
掌
の
基
礎
」
で
あ
り
、
全
四
冊
、
二
千
頁
よ
り

な
る
三
部
作
－
第
一
巻
「
生
物
学
的
基
礎
」
、
第
ご

巻
「
技
術
酌
基
礎
」
、
笙
三
巻
「
居
住
地
及
び
一
般
朗

結
論
」
i
で
あ
る
．
、

　
こ
の
書
を
敢
え
て
取
上
げ
た
所
以
は
、
す
で
に
わ

が
国
の
地
瑚
学
界
に
亀
辻
村
太
郎
博
士
や
木
内
信
蔵

博
士
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
た
だ
け
で
ほ
な
く
、
知
る

限
り
に
お
い
て
O
①
っ
婆
碧
窪
。
a
｝
つ
¢
∋
乙
や
O
①
9

ぴq

ｨ
覚
臥
o
a
　
カ
。
言
①
尋
や
　
〉
コ
羅
p
冨
ω
島
o
O
o
つ
び
q
旨
－

℃
三
〇
に
も
か
な
り
の
数
の
論
評
が
寄
せ
ら
れ
て
お

り
こ
の
書
が
広
く
世
界
の
地
理
単
界
に
多
く
の
問
題

を
…
提
起
し
、
セ
ン
セ
イ
シ
ヨ
ナ
ル
な
輿
奮
を
盛
り
上

げ
て
行
っ
た
事
情
に
よ
っ
て
、
多
大
の
輿
味
と
共
感

を
呼
び
お
こ
さ
れ
る
に
至
っ
た
為
で
あ
る
。
し
か
し

な
が
ら
正
直
な
と
こ
ろ
、
こ
の
膨
大
な
書
の
並
判
に

は
多
く
の
時
日
を
要
す
る
こ
と
で
あ
ら
う
し
、
ま
し

て
や
評
者
自
身
の
学
問
的
経
験
や
藷
学
的
才
能
を
以

っ
て
し
て
は
容
易
の
業
で
は
な
い
。
た
だ
遺
憾
な
が

ら
こ
の
労
作
を
前
に
し
て
あ
ま
り
に
も
み
じ
め
な
自

已
の
掌
問
内
容
を
ひ
た
す
ら
恥
ず
る
ば
か
り
で
あ

り
、
嘗
評
と
い
う
よ
り
も
杜
撰
な
紹
介
に
終
る
で
あ

一
〇
一

〈299）



書

評
・

ら
う
こ
と
を
最
初
に
お
詑
び
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
．
．
尚
第
三
巻
に
限
り
未
だ
披
見
の
機
会
が
え
ら
れ

な
か
っ
た
の
で
割
愛
す
る
こ
と
と
す
る
。

　
第
一
巻
「
生
物
学
的
基
礎
」
は
、
副
題
に
承
さ
れ

た
よ
う
に
「
入
間
の
生
態
学
的
研
究
」
が
そ
の
一
貫

し
た
テ
ー
マ
と
し
て
展
開
さ
れ
る
。
そ
の
第
一
部
は

自
然
環
境
と
し
て
の
気
候
を
取
上
げ
、
そ
の
分
布
並

び
に
気
候
要
素
が
、
人
間
の
生
活
条
件
や
生
物
的
機

能
に
及
す
影
響
を
詳
述
し
、
空
聞
的
地
理
的
な
視
角

か
ら
は
、
　
「
エ
ク
メ
ネ
ー
の
形
成
」
と
称
す
る
第
三

章
を
あ
て
て
い
る
β
即
ち
こ
の
章
で
は
、
エ
ク
メ
ネ

ー
の
極
に
お
け
る
限
界
と
高
度
的
限
界
を
述
べ
た

後
、
質
的
な
内
容
と
し
て
居
住
空
間
の
非
連
続
性
と

異
質
性
と
が
説
明
さ
れ
る
。
更
に
居
住
空
間
内
に
分

布
す
る
人
聞
に
対
す
る
気
候
の
関
係
の
仕
方
と
し

て
、
気
候
の
人
種
特
徴
に
及
す
影
響
、
気
候
順
化
、

特
に
白
色
人
種
の
熱
帯
植
民
に
伴
う
問
題
等
が
詳
述

漆
れ
る
の
で
あ
る
。
つ
い
で
第
二
部
の
「
生
物
環
境

と
人
闇
の
食
糧
」
は
、
入
間
の
食
糧
と
し
て
の
意
義

を
有
す
る
動
植
物
環
境
に
つ
い
て
の
総
合
的
な
考
察

の
部
分
で
あ
る
。
先
ず
「
家
畜
や
栽
培
配
物
が
入
間

の
僻
路
。
。
葺
ご
昌
を
形
成
す
る
」
（
唱
・
濁
一
）
　
事
実
か

ら
出
発
し
、
そ
れ
ら
の
起
原
、
飼
育
、
栽
培
の
進

歩
、
世
界
地
域
に
お
け
る
夫
た
の
発
展
過
程
が
具
体

的
に
論
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
同
時
に
【
野
生
種
か
ら
育

成
種
へ
」
と
、
入
間
の
績
極
性
の
“
牙
生
え
と
共
に
派

生
す
る
栽
培
植
物
・
飼
育
動
物
に
関
す
る
種
々
の
問

題
、
並
び
に
p
累
o
o
冨
畠
8
の
存
続
・
平
衡
の
問
題

が
取
扱
わ
れ
る
。
最
後
に
、
以
上
の
「
す
べ
て
の
考

察
は
、
人
類
生
態
学
の
中
心
課
題
で
あ
る
食
糧
の
問

題
に
集
申
す
る
」
　
（
唱
●
写
り
）
と
い
う
立
場
か
ら
有

機
体
の
必
要
と
す
る
営
養
素
及
び
ビ
タ
ミ
ン
等
の
研

究
対
象
を
生
物
環
境
の
申
に
位
置
づ
け
つ
つ
展
開

し
、
　
「
食
糧
の
地
理
」
と
し
て
広
く
世
界
各
地
の
地

域
差
や
、
都
市
生
活
、
村
落
生
活
に
伴
う
食
生
活
の

差
異
等
を
述
べ
つ
つ
第
二
部
を
結
ん
で
い
る
．
、
晶
弟
三

部
は
「
生
物
環
境
に
戦
を
い
ど
む
人
体
組
織
」
と
し

て
、
入
間
の
生
活
環
境
と
病
理
と
の
関
係
、
即
ち
疾

病
地
理
に
つ
い
て
の
極
め
て
綿
密
な
報
告
で
あ
り
、

豊
富
な
医
学
的
デ
τ
タ
の
地
理
的
な
把
握
に
よ
っ
て

貫
か
れ
た
こ
の
部
分
は
、
そ
れ
だ
け
に
医
学
的
な
か

な
り
の
智
識
を
前
提
と
し
な
け
れ
ば
読
み
下
せ
な
い

章
節
が
多
く
、
遺
憾
な
が
ら
こ
こ
で
は
触
れ
な
い
こ

と
に
し
た
い
。

　
第
二
巻
は
二
冊
よ
り
な
り
、
　
「
技
術
的
基
礎
」
な

る
命
題
の
も
と
に
展
開
さ
れ
る
エ
ッ
セ
イ
で
あ
る
。

一
〇
二

そ
の
内
容
と
し
て
は
「
社
会
生
活
の
技
術
」
。
「
技
術

と
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
理
」
・
、
「
空
間
の
征
服
し
。
「
生
産

と
原
料
加
工
の
技
術
」
の
四
つ
の
部
分
が
盛
ら
れ
、

評
者
自
身
の
専
門
も
こ
の
部
分
に
包
括
さ
れ
る
が
為

に
最
も
興
昧
を
覚
え
た
と
い
う
個
人
的
な
偏
好
と
恣

意
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
第
二
巻
を
紙
面
の
許
す
範
囲

に
お
い
て
や
や
詳
細
に
み
て
行
き
た
い
。

　
そ
の
内
容
を
逐
一
検
討
す
る
に
先
立
っ
て
、
い
わ

ば
政
治
地
理
学
・
社
会
地
理
堂
二
経
済
地
理
学
等
の

各
分
野
に
ま
た
が
る
纂
象
を
総
合
さ
せ
る
意
図
の
下

に
、
ソ
ル
が
こ
こ
に
用
い
た
「
忍
術
」
的
基
礎
な
る

君
葉
の
意
昧
に
ま
ず
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ

ら
う
。
こ
の
第
コ
巻
の
内
容
に
一
貫
し
て
与
え
ら
れ

て
い
る
立
場
は
、
彼
自
身
の
い
う
ご
と
く
、
　
「
地
球

を
征
服
し
、
居
住
空
間
を
改
変
さ
せ
て
行
く
為
の
、

あ
ら
ゆ
る
種
類
の
発
明
力
と
主
導
権
を
所
有
し
て
い

る
人
間
」
　
（
賢
・
U
）
を
中
心
課
題
と
し
て
取
上
げ
る

こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
按
術
な
る
言
葉
も
「
最
も

広
義
に
解
さ
れ
、
機
械
的
適
用
に
と
ど
ま
っ
た
狭
義

の
意
味
」
（
℃
．
q
）
に
は
制
約
さ
れ
な
い
。
即
ち
「
人

類
活
動
の
あ
ら
ゆ
る
領
域
に
お
け
る
産
業
・
芸
術
に

関
す
る
一
切
」
　
（
唱
』
）
に
ま
で
適
用
の
範
囲
が
拡

げ
ら
れ
る
と
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
立
場
に

（300）



立
つ
た
上
で
「
憾
言
的
蓬
礎
」
な
る
概
念
が
第
二
巻

を
統
一
す
る
為
の
命
題
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。

　
最
初
の
第
一
部
「
社
会
生
活
の
技
術
」
で
は
、
以

上
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
　
「
社
会
的
技
術
に
関
す
る

二
三
の
墓
本
的
与
件
」
と
し
て
、
言
語
地
理
、
政
治

地
理
、
宗
数
地
理
、
人
口
地
理
、
戦
争
地
理
等
に
関

連
す
る
広
汎
な
基
礎
が
前
提
と
し
て
提
出
さ
れ
、
そ

の
上
で
「
近
代
国
家
に
先
だ
つ
藥
団
」
・
「
民
族
と
国

家
」
・
「
政
治
的
・
経
済
的
構
造
と
地
理
学
」
・
「
膏
国
」

の
四
つ
の
聞
題
が
、
社
会
の
い
か
な
る
面
［
も
等
閑
に

さ
れ
る
こ
と
な
く
検
討
さ
れ
て
行
く
。
先
ず
近
代
国

家
以
前
の
集
団
と
し
て
、
歴
史
的
に
は
原
始
民
族
の

剛
6
乙
ρ
9
p
鐸
費
旨
岳
。
植
く
≡
p
σ
q
①
等
の
類
似
概
念
の

も
つ
複
雑
性
に
ふ
れ
、
生
活
様
式
の
相
違
に
基
づ
く

採
取
・
狩
猟
・
漁
掛
・
移
動
耕
作
・
定
着
農
業
各
経

済
に
お
け
る
氏
族
・
種
族
の
問
題
や
、
都
市
国
家
に

関
す
る
記
述
を
網
羅
す
る
。
そ
れ
ら
は
数
多
く
の
豊

冨
な
デ
ー
タ
を
も
と
と
し
、
空
間
的
な
観
察
に
よ
っ

て
導
か
れ
て
い
る
為
、
充
分
地
理
学
的
で
あ
る
が
、

更
に
後
半
は
南
ス
ラ
ヴ
民
族
の
「
大
家
族
集
団
と
家

族
構
成
」
に
は
じ
ま
り
、
「
極
東
と
コ
ロ
ン
ブ
ス
以
前

の
ア
メ
リ
カ
」
・
「
イ
y
ド
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
。
「
べ

評

ル
ベ
ル
世
界
の
協
同
体
生
活
」
等
の
項
目
に
み
ら
れ

る
よ
う
に
、
地
域
毎
の
特
殊
な
社
套
形
態
が
追
求
さ

れ
る
の
で
あ
る
ズ
次
に
「
書
風
と
国
家
」
は
純
粋
に
政

治
地
理
的
な
範
疇
に
含
ま
れ
る
と
い
え
よ
う
。
両
者

の
基
体
（
m
口
げ
い
梓
「
9
仲
）
を
扱
っ
た
節
で
は
、
た
と
え

ば
過
去
の
ケ
ル
ト
民
族
や
ポ
ー
ラ
y
ド
畏
族
を
例
に

と
り
、
民
族
と
国
家
の
構
成
内
容
や
組
成
の
相
違
を

詳
述
す
る
。
そ
し
て
従
来
殴
々
研
究
テ
ー
一
、
と
な
っ

た
「
地
理
的
環
境
と
国
家
形
成
」
や
位
置
・
離
間
・

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
の
問
題
の
外
、
更
に
国
家
生
活
・
中

央
集
権
と
地
方
主
義
・
弱
少
民
族
等
の
潮
繋
も
彼
の

研
究
対
象
と
し
て
取
上
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
傾
向
は
次
章
の
「
政
治
的
・
経
済
的
構
造
と
地

理
学
」
に
移
行
す
る
に
つ
れ
て
強
め
ら
れ
、
従
来
あ

ま
り
地
理
掌
で
は
扱
わ
れ
な
か
っ
た
階
層
分
化
・
奴

隷
制
度
∵
資
本
主
義
・
独
占
［
・
恐
慌
等
の
課
題
に
ま

で
野
心
的
な
開
拓
が
な
さ
れ
て
行
く
。
そ
の
場
合
、

と
も
す
れ
ば
犯
さ
れ
勝
な
地
理
学
的
観
察
よ
り
の
逸

脱
も
、
根
強
い
学
問
的
な
立
場
と
、
客
観
的
な
豊
富

な
デ
ー
タ
の
提
供
に
よ
っ
て
救
わ
れ
て
い
る
と
い
え

よ
う
。
と
も
か
く
も
最
後
の
「
帝
国
」
の
章
が
、
…
単

に
植
罠
地
理
に
限
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
櫃
民
に
伴
っ

て
齎
さ
れ
る
植
民
帝
國
と
原
住
民
双
方
の
利
害
に
言

及
し
、
更
に
は
帝
国
主
義
諸
国
聞
の
係
争
の
現
実
的

な
問
題
を
、
た
と
え
ば
中
近
東
を
係
争
の
場
と
し
て

敢
上
げ
て
論
及
す
る
あ
た
り
、
地
理
学
と
ヴ
イ
ヴ
イ

ツ
ド
な
政
治
事
象
と
の
総
連
に
向
け
ら
れ
た
著
者
の

旺
盛
な
研
究
の
意
欲
を
読
み
と
る
こ
と
が
出
来
よ

5
0

　
第
ご
部
「
技
術
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
理
」
の
内
容

は
、
最
も
身
近
な
人
聞
労
働
と
密
力
を
取
上
げ
た
第

一
章
「
生
物
的
動
力
し
、
　
世
界
に
お
け
る
労
働
力
の

地
域
的
性
格
や
、
プ
ラ
ソ
テ
ー
シ
ヨ
y
労
鋤
脚
力
、
工

業
労
働
を
対
象
と
し
た
第
ご
章
「
現
実
に
お
け
る
入

間
労
働
の
地
理
的
諸
問
題
」
、
太
陽
・
火
・
風
∵
水

流
等
に
発
し
、
石
炭
・
石
油
に
至
る
天
然
エ
ネ
ル
ギ

ー
資
源
に
関
す
る
諸
々
の
テ
ー
マ
を
扱
っ
た
第
三
章

「
天
然
エ
ネ
ル
ギ
」
資
源
の
地
理
」
、
　
及
び
第
四
章

「
天
然
資
源
利
用
の
初
期
の
形
態
」
等
か
ら
な
り
、

最
後
に
第
五
章
「
技
術
の
発
達
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地

理
」
で
以
っ
て
終
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
以
上
は
要

す
る
に
構
成
の
根
幹
を
示
し
た
に
す
ぎ
な
い
と
い
え

よ
う
。
何
と
な
れ
ば
、
言
葉
の
本
来
の
意
味
に
お
け

る
人
文
地
理
学
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
入
文
地
理
の

基
礎
を
考
察
の
対
象
と
す
る
署
者
の
立
場
か
ら
、
著

者
が
最
大
限
の
範
囲
に
彼
の
権
利
を
拡
げ
て
い
る
こ

一
〇
三
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聲

評

と
が
と
り
わ
け
こ
の
第
二
部
で
顕
著
な
傾
向
と
し
て

現
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
即
ち
第
二
章
に
述
べ
ら

れ
て
い
る
よ
う
に
、
プ
ジ
ア
地
域
を
油
糟
凹
力
蝉
茸
の

地
域
と
し
て
定
義
し
た
り
、
工
業
の
発
達
に
伴
っ
て

惹
起
さ
れ
る
工
業
人
口
の
集
積
を
研
究
対
象
と
す
る

、
こ
と
は
、
充
分
地
理
学
本
来
の
方
向
を
辿
る
も
の
で

冷
あ
る
が
、
　
こ
れ
に
反
し
て
第
一
出
早
に
述
べ
ら
れ
た
人

聞
鋤
力
に
つ
い
て
の
考
察
や
、
奴
隷
労
働
と
自
由
労

働
の
比
較
、
或
い
は
鯖
三
章
の
石
炭
・
石
油
等
の
生

成
の
項
等
は
、
　
盛
る
意
昧
で
人
文
地
理
学
の
　
「
基

礎
」
と
し
て
の
意
義
を
持
つ
部
分
で
あ
ろ
う
。
こ
の

よ
5
に
第
二
部
は
と
も
す
れ
ば
人
文
地
理
学
の
エ
ン

サ
イ
ク
ロ
ペ
デ
ィ
ア
に
な
る
危
険
性
を
多
分
に
蔵
し

な
が
ら
も
、
著
者
自
身
の
批
判
精
神
の
確
実
性
と
要

れ
た
地
理
的
感
覚
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
、
独
自
の
体

系
を
伴
い
つ
つ
概
論
と
し
て
価
値
を
豊
か
に
保
っ
て

い
る
の
で
あ
る
。

　
独
自
の
体
系
が
顕
著
に
見
出
せ
る
以
上
の
部
分
に

比
較
し
て
、
第
三
部
「
空
間
の
征
服
」
は
い
わ
ば
旧

薬
の
広
義
の
交
通
地
理
学
に
稲
寓
す
る
内
容
に
よ
っ

て
占
め
ら
れ
、
そ
の
構
成
も
平
凡
で
あ
る
。
即
ち
第

一
章
「
一
般
的
原
理
」
で
交
通
現
象
を
エ
ク
メ
ネ
ー

の
拡
大
と
の
連
関
に
お
い
て
把
握
す
る
こ
と
の
必
要

性
、
交
通
の
経
済
的
卒
爾
、
蕨
治
的
・
文
化
的
機
能
、

山
鳥
通
手
段
、
道
路
等
に
ふ
れ
た
後
、
第
二
幽
早
以
降
は

陸
上
交
逼
・
海
洋
交
通
・
航
空
交
逓
、
魚
信
・
世
界

の
交
通
地
域
・
移
畏
と
交
易
等
の
課
題
を
各
個
に
展

開
す
る
．
．
た
だ
、
繰
返
す
ま
で
も
な
く
そ
の
包
摂
す

る
野
間
分
野
は
極
め
て
広
く
項
目
も
参
考
文
献
も
著

者
の
偉
大
な
掌
聞
的
蓄
積
を
証
拠
だ
て
る
に
充
分
で

あ
ろ
う
．
．

　
第
四
部
［
，
生
産
と
原
料
加
工
の
技
術
」
は
、
人
間

の
最
も
点
本
的
な
産
業
活
動
に
つ
い
て
の
章
節
に
よ

っ
て
満
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
構
成
は
ユ
ニ
ー
ク
な
も

の
で
あ
り
、
狩
…
駅
・
腰
掛
・
遊
牧
・
移
牧
等
を
内
容

と
す
る
「
動
物
界
の
利
罵
」
、
森
林
の
掠
奪
利
用
・

植
林
・
農
耕
道
具
の
進
歩
・
そ
の
地
域
的
偏
差
・
農

業
機
械
化
等
を
体
系
づ
け
る
「
土
地
利
用
接
術
の
形

成
」
、
干
拓
・
治
水
・
灌
差
等
の
問
題
を
一
括
し
て
対

象
と
す
る
「
水
の
技
術
」
、
移
動
耕
作
・
輪
作
．
施
肥
●

園
芸
耕
作
等
を
一
質
し
て
取
上
げ
る
「
土
地
肥
沃
に

関
す
る
捜
術
」
等
に
よ
っ
て
も
、
研
究
課
題
の
整
理

方
法
の
斬
薪
さ
が
理
解
さ
れ
よ
う
、
、
と
こ
ろ
で
、
以

上
の
よ
う
に
、
夫
々
の
接
術
を
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
し

た
分
析
的
な
経
済
活
鋤
の
感
心
の
在
方
は
、
「
（
そ
の

按
術
が
）
多
少
共
絶
え
ず
相
互
に
依
存
し
合
っ
て
い

一
〇
四

る
」
　
（
｝
）
・
蕊
U
）
と
い
5
反
省
の
結
果
、
　
一
応
打
切

ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
改
め
て
総
合
・
結
合
の

観
点
か
ら
「
耕
作
・
飼
育
の
業
績
－
動
物
・
植
物

世
界
の
征
服
を
目
的
と
す
る
人
間
努
力
の
効
率
を
測

定
す
る
為
の
尺
度
と
な
る
業
績
i
l
－
の
上
に
一
般
的

な
考
察
」
　
（
呑
気
の
α
）
が
向
け
ら
れ
て
行
く
の
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ス
テ
ム

る
。
即
ち
第
五
章
「
耕
作
。
飼
育
の
様
式
と
そ
の
産

物
」
が
そ
れ
で
あ
り
、
主
と
し
て
集
約
度
の
点
か
ら

分
類
さ
れ
た
各
様
式
は
、
適
切
な
例
証
を
伴
っ
て
具

体
的
に
臨
き
出
さ
れ
、
極
め
て
明
確
な
尺
度
を
構
－
成

し
て
い
る
。
　
（
℃
一
“
刈
c
G
一
“
O
o
Q
O
）
次
に
論
述
は
転
じ
て

鉱
工
業
に
展
開
さ
れ
て
行
く
。
と
り
わ
け
興
味
深
い

こ
と
は
、
人
間
の
基
本
的
欲
求
を
満
す
為
の
必
需
品

に
関
す
る
工
業
活
動
を
、
　
「
食
糧
と
住
居
」
・
「
織

物
の
地
理
」
　
と
し
て
整
理
し
た
点
で
あ
る
。
　
過
去

の
業
績
の
最
も
華
や
か
な
歴
史
的
蓄
積
を
持
つ
繊
維

工
業
に
関
す
る
部
分
は
、
…
叡
多
く
の
例
証
に
も
蜜

み
、
最
も
注
意
さ
る
べ
き
章
節
の
一
つ
で
あ
ろ
5
。

　
第
コ
巻
を
終
え
る
に
あ
た
り
、
結
論
と
し
て
「
人

文
地
城
（
「
①
σ
q
一
〇
口
い
プ
霞
冨
P
一
コ
O
い
）
」
の
設
定
が
な
さ
れ

て
い
る
．
、
即
ち
彼
に
よ
れ
ば
、
人
女
景
観
の
富
と
ヅ

ア
リ
エ
テ
は
「
共
に
、
自
然
環
境
の
資
一
声
が
入
口
分

布
に
提
供
す
る
可
能
性
と
人
類
蕪
団
に
よ
っ
て
営
ま
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れ
る
技
術
の
不
均
衡
な
進
歩
と
の
間
に
介
在
す
る
懸

隔
に
由
来
す
る
」
　
（
勺
」
O
鼠
）
の
で
あ
る
。
こ
の
よ

．
う
な
観
点
に
立
ち
、
地
理
学
者
と
し
て
初
め
て
人
文

塊
域
の
設
定
を
試
み
た
臨
．
冒
ブ
リ
ュ
蒐
ル
の
方
法

を
参
照
し
つ
つ
、
彼
独
自
の
地
域
区
分
を
な
す
の
で

あ
る
が
、
そ
れ
は
「
絶
対
的
な
も
の
で
も
な
く
、
決

楚
蘭
な
も
の
で
も
な
い
。
変
転
極
り
な
い
現
突
の
一

　
ス
ナ
ッ
プ
で
あ
る
」
　
（
や
6
辰
）
と
解
釈
す
る
の
で

お
る
。
と
い
5
こ
と
は
何
よ
り
も
現
実
の
政
治
的
な

粋
（
o
p
脅
窪
℃
9
卿
該
ρ
ロ
＄
）
を
地
域
区
秀
の
際
の
一

つ
の
エ
レ
メ
ン
ト
と
し
て
複
合
さ
せ
た
結
果
に
他
な

ら
な
い
の
で
あ
っ
て
、
ブ
リ
ユ
ー
ル
に
学
ん
だ
と
称

し
な
が
ら
も
、
そ
れ
と
は
全
く
異
っ
た
趣
の
人
文
地

域
が
描
き
出
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
参
考
ま
で
に
簡
単

に
紹
介
し
て
み
よ
う
。

A
、
そ
の
領
域
が
、
種
々
の
気
候
、
種
々
の
性
格
を

　
特
つ
た
地
域
に
わ
た
っ
て
広
大
な
拡
り
を
示
し
、

　
そ
の
聞
に
或
る
二
三
の
自
給
自
足
が
可
能
で
あ
る

　
二
大
国
家
。
即
ち
政
治
機
構
、
経
済
構
造
に
お
い

　
て
対
照
的
で
あ
り
な
が
ら
も
、
以
上
の
よ
う
な
国

　
家
経
済
的
な
見
地
か
ら
合
衆
国
と
ソ
同
盟
を
こ
の

　
ジ
ャ
ン
ル
に
属
さ
し
め
る
。

賞
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
一
源
の
着
筆
に
葵
つ
く
か
、
論
い

書

即lt’iL

　
は
単
に
進
化
の
停
滞
の
故
に
、
工
業
的
な
色
彩
を

　
全
く
伴
わ
な
い
歴
輿
の
古
い
田
園
文
化
（
9
く
霞
－

　
・
，
p
笛
。
捧
旨
導
δ
）
の
地
域
。
即
ち
、
久
し
き
に
わ

　
た
り
、
よ
り
進
歩
し
た
地
曳
の
為
に
広
大
な
市
場

　
と
し
て
の
性
絡
を
呈
示
し
て
来
た
地
均
で
あ
る
。

　
更
に
こ
の
中
で
、
農
業
牧
蜜
技
術
が
高
度
に
科
学

　
化
さ
れ
た
デ
ン
マ
ー
ク
型
、
工
業
化
の
進
ん
で
い

　
な
い
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
地
申
墨
型
、
工
業
が
最
近

　
ま
で
農
村
的
（
叢
叢
剛
）
職
人
的
（
費
欝
舅
註
）
で

　
あ
っ
た
シ
ナ
。
イ
ン
ド
型
が
分
顛
さ
れ
る
。

C
、
世
界
経
済
の
機
構
の
中
で
、
工
業
化
さ
れ
た
地

　
域
に
動
物
∵
植
物
・
鉱
物
の
原
料
資
源
を
供
給
…
し

　
つ
づ
け
て
来
た
地
威
。
そ
の
第
一
の
型
は
人
口
過

　
劉
と
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ヨ
y
に
よ
っ
て
特
色
づ
け
ら

　
れ
る
東
申
隔
ア
ジ
ア
・
｛
果
イ
ン
ド
諸
嵐
仰
で
あ
り
、
箪
〃

　
二
の
型
と
し
て
、
悪
条
件
な
自
然
環
境
と
貧
弱
な

　
歴
史
相
続
に
由
来
す
る
恵
み
少
き
熱
帯
。
亜
熱
帯

　
ア
フ
リ
カ
、
第
三
の
型
と
し
て
、
イ
ペ
ロ
イ
ン
デ

　
イ
ア
ソ
時
代
か
ら
今
日
に
釜
る
ま
で
、
合
衆
国
や

　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
本
位
に
開
発
さ
れ
て
来
た
南
ア

　
メ
リ
カ
を
あ
げ
る
の
で
あ
る
。

D
、
純
粋
に
農
業
的
文
化
を
持
っ
て
い
る
地
域
と
は

　
全
く
対
照
的
な
、
工
業
文
化
が
支
配
的
な
国
家
。

　
イ
ギ
リ
ス
が
そ
の
典
型
で
あ
り
、
工
業
の
発
展
の

　
為
に
農
業
の
利
益
を
儀
牲
に
し
た
過
去
の
歴
史
が

　
想
起
さ
れ
よ
5
。
同
時
に
ド
イ
ツ
・
ベ
ル
ギ
ー
・

　
日
本
が
こ
の
ジ
ヤ
ソ
ル
に
該
当
す
る
が
、
通
じ
て

　
こ
れ
ら
の
諸
国
は
農
棄
国
を
弱
め
る
か
時
に
は
破

　
壌
し
去
ろ
う
と
協
力
す
る
の
で
あ
る
。

E
、
伝
統
的
な
農
業
を
維
持
す
る
に
せ
よ
、
近
代
的

　
工
業
国
家
に
漸
次
雛
聾
し
つ
つ
あ
る
に
せ
よ
、
何

　
れ
に
せ
よ
均
衡
を
保
つ
野
々
。
フ
ラ
ン
ス
・
カ
ナ

　
ダ
。
チ
エ
ツ
コ
ス
ロ
ヴ
ア
キ
ア
が
こ
の
カ
テ
ゴ
リ

　
に
含
ま
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
こ
の
均
衡
は
不
安

　
定
で
保
全
す
る
に
困
難
な
性
格
の
も
の
で
あ
り
、

　
換
膏
停
す
れ
ば
、
多
く
の
国
々
に
と
っ
て
こ
の
均
衡

　
の
状
態
は
通
り
道
（
娼
二
三
㈹
o
）
に
す
ぎ
な
い
．
、

と
こ
ろ
で
以
上
の
よ
ち
な
馳
威
区
分
が
な
さ
れ
る
に

至
る
ま
で
の
分
析
の
過
程
が
、
充
分
科
学
的
で
あ
る

と
い
う
よ
り
も
か
な
り
直
観
釣
で
あ
る
と
の
印
象
を

評
者
は
強
く
す
る
の
で
あ
る
が
、
更
に
、
た
と
え
恒

久
的
な
も
の
で
は
な
い
と
し
な
が
ら
も
、
「
均
衡
を

保
つ
地
域
」
の
設
定
選
択
に
あ
た
っ
て
は
薯
者
の
主

観
が
唯
一
の
判
断
の
よ
り
ど
こ
ろ
で
は
な
か
っ
た
か

と
疑
わ
丸
る
。
何
れ
に
せ
よ
、
現
代
の
世
界
情
勢
の

下
で
は
、
孤
立
的
な
政
治
変
動
や
杜
会
話
華
は
擾
早

｝
〇
五
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郵匙
厩

評

あ
り
え
な
い
の
で
あ
っ
て
こ
れ
ら
の
人
文
地
域
の
夫

々
が
急
速
に
変
貌
の
様
相
を
示
し
つ
つ
あ
る
こ
と

を
、
著
老
と
共
に
一
つ
の
薦
・
命
と
し
て
荘
厳
な
感
動

の
う
ち
に
受
け
と
ろ
う
。

　
以
上
紙
面
の
許
す
限
り
お
い
て
、
一
・
二
巻
を
通
じ

て
認
め
ら
れ
る
体
系
と
構
成
の
概
要
を
紹
介
し
て
来

た
わ
け
で
あ
る
が
、
詳
細
な
内
容
に
つ
い
て
の
検
討

は
今
後
に
残
さ
れ
た
課
題
と
し
た
い
。
最
後
に
本
書

の
著
し
い
特
色
を
改
め
て
述
べ
れ
ば
、
従
来
の
通
論

な
り
概
説
な
り
が
、
集
落
地
理
・
工
業
地
理
・
政
治

地
理
・
社
会
地
理
等
の
、
い
わ
ば
因
習
的
な
枠
内
で

の
横
の
並
列
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
生
態
学
的
な

理
解
の
仕
方
や
、
「
技
術
」
と
い
5
概
念
内
容
で
こ
の

粋
を
破
壊
し
、
縦
の
系
列
に
置
換
え
た
方
法
論
の
斬

薪
さ
に
と
ど
め
を
剰
そ
う
。
こ
れ
は
た
と
え
ば
二
巻

四
部
の
結
論
と
し
て
示
さ
れ
た
農
業
と
工
業
と
の
密

擾
な
取
級
い
の
仕
方
や
、
或
い
は
間
接
的
に
知
り
え

た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
第
三
巻
「
居
住
地
」
に
お
け

る
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
炭
田
や
フ
ラ
ン
コ
ー
ベ
ル
ジ
ャ

ソ
炭
田
地
域
に
立
地
す
る
農
村
の
、
変
貌
す
る
経
済

生
活
に
つ
い
て
の
叙
述
の
申
に
竜
、
そ
の
具
体
的
な

例
を
冤
出
す
の
で
あ
る
。

　
ゾ
ル
の
い
わ
ゆ
る
「
墓
礎
」
は
、
上
述
の
よ
う
に

地
理
学
の
縁
辺
へ
の
積
極
的
、
半
ば
侵
犯
的
な
学
問

的
情
熱
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
所
産
で
は
あ
る

が
、
案
外
、
入
文
地
理
学
の
「
本
質
」
な
り
「
原

理
」
な
り
は
こ
の
点
に
存
在
す
る
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。
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